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説教              2024 年 3月 17日（日）四旬節第 5主日 
 

旧約聖書 エレミヤ書 31 章 31節─34節（新共同訳） 
 31見よ、わたしがイスラエルの家、ユダの家と新しい契約を結ぶ日が来る、
と主は言われる。32この契約は、かつてわたしが彼らの先祖の手を取ってエジ
プトの地から導き出したときに結んだものではない。わたしが彼らの主人であ
ったにもかかわらず、彼らはこの契約を破った、と主は言われる。33しかし、
来るべき日に、わたしがイスラエルの家と結ぶ契約はこれである、と主は言わ
れる。すなわち、わたしの律法を彼らの胸の中に授け、彼らの心にそれを記す。
わたしは彼らの神となり、彼らはわたしの民となる。34そのとき、人々は隣人
どうし、兄弟どうし、「主を知れ」と言って教えることはない。彼らはすべて、
小さい者も大きい者もわたしを知るからである、と主は言われる。わたしは彼
らの悪を赦し、再び彼らの罪に心を留めることはない。 

 
新約聖書 ヘブライ人への手紙 5 章 5節─10節（新共同訳） 

 5同じようにキリストも、大祭司となる栄誉を御自分で得たのではなく、／
「あなたはわたしの子、／わたしは今日、あなたを産んだ」と言われた方が、
それをお与えになったのです。6また、神は他の個所で、／「あなたこそ永遠
に、／メルキゼデクと同じような祭司である」と言われています。7キリスト
は、肉において生きておられたとき、激しい叫び声をあげ、涙を流しながら、
御自分を死から救う力のある方に、祈りと願いとをささげ、その畏れ敬う態度
のゆえに聞き入れられました。8キリストは御子であるにもかかわらず、多く
の苦しみによって従順を学ばれました。9そして、完全な者となられたので、
御自分に従順であるすべての人々に対して、永遠の救いの源となり、10神から
メルキゼデクと同じような大祭司と呼ばれたのです。 
 

新約聖書 ヨハネによる福音書 12章 20節─33節（新共同訳） 
 20さて、祭りのとき礼拝するためにエルサレムに上って来た人々の中に、何
人かのギリシア人がいた。21彼らは、ガリラヤのベトサイダ出身のフィリポの
もとへ来て、「お願いです。イエスにお目にかかりたいのです」と頼んだ。22

フィリポは行ってアンデレに話し、アンデレとフィリポは行って、イエスに話
した。23イエスはこうお答えになった。「人の子が栄光を受ける時が来た。24

はっきり言っておく。一粒の麦は、地に落ちて死ななければ、一粒のままであ
る。だが、死ねば、多くの実を結ぶ。25自分の命を愛する者は、それを失うが、
この世で自分の命を憎む人は、それを保って永遠の命に至る。26わたしに仕え
ようとする者は、わたしに従え。そうすれば、わたしのいるところに、わたし
に仕える者もいることになる。わたしに仕える者がいれば、父はその人を大切
にしてくださる。」 
27「今、わたしは心騒ぐ。何と言おうか。『父よ、わたしをこの時から救って
ください』と言おうか。しかし、わたしはまさにこの時のために来たのだ。28

父よ、御名の栄光を現してください。」すると、天から声が聞こえた。「わた
しは既に栄光を現した。再び栄光を現そう。」29そばにいた群衆は、これを聞
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いて、「雷が鳴った」と言い、ほかの者たちは「天使がこの人に話しかけたの
だ」と言った。30イエスは答えて言われた。「この声が聞こえたのは、わたし
のためではなく、あなたがたのためだ。31今こそ、この世が裁かれる時。今、
この世の支配者が追放される。32わたしは地上から上げられるとき、すべての
人を自分のもとへ引き寄せよう。」33イエスは、御自分がどのような死を遂げ
るかを示そうとして、こう言われたのである。 
 

説教「一粒の麦」 
教会讃美歌 172番、教会讃美歌 238番 

 
本日の福音書は「祭りのときに礼拝するためにエルサレムに上って来た人々の
中に、何人かのギリシア人がいた」という記述から始まります。祭りとは過越
祭のことで、この一週間以上続く祭りの時期には、世界中からの巡礼者が集ま
ります。その群衆の中に、ユダヤ人だけではなく、「数人のギリシア人」がい
たということです。 
 
ギリシア人たちはフィリポに「イエスにお目にかかりたいのです」と頼み、フ
ィリポはそれをアンデレに相談しました。フィリポとアンデレはギリシア人が
多くいるベトサイダの出身であり、ギリシア名を持っていたこともあって、十
二弟子たちの中でギリシア人たちにとって親しみやすい二人だったのでしょう。 
 
ギリシア人がイエスのもとに訪ねてきたとは、イエスの福音がユダヤ民族だけ
の枠を越え、広がりを持ち始めたことを表しているのでしょう。 
 
ここでイエスは、人々に残す言葉として、ご自身の死の意味について述べまし
た。 
 
「人の子が栄光を受ける時が来た」。これが、ここでのイエスの第一の言葉で
す。「栄光を受ける」とは、「十字架上に死ぬ」ことを意味しています。 
 
原文を元にすると、ヨハネ福音書は「栄光」という言葉を「そのものの真の素
晴らしさが輝き出ること」の意味で用いていると考えられます。その「輝き」
は、うわべの輝きやこの世的な成功ではなく、十字架の中にある輝きなのです。 
 
ヨハネ福音書は人が羨む華々しい世界だけが栄光ではなく、暗闇を担いつつ、
苦しみもがき、しかしその暗闇の中でこそ輝く光がイエスの栄光だと語ってい
ます。 
 
「はっきり言っておく。一粒の麦は、地に落ちて死ななければ、一粒のままで
ある。だが、死ねば、多くの実を結ぶ」 
 
種がまかれて、そこから芽が出て実をむすぶという自然の現象にたとえて、イ
エスはご自分の死の意味を解き明かしているのです。この自然界で起きる出来
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事が、イエスの生と死を解明することのたとえとして用いられると、そこに限
りなく深い生命の秘儀が示されます。一粒の麦が地にまかれて、朽ち果て、そ
の形を失うことによって、そこから全く新しい生命が発芽し、成長し、60 倍、
100倍の実を結ぶ。ここに生命の世界の神秘があります。 
 
ここでイエスは、十字架の死を通して、まことの生命に至る道、すなわち、一
粒の麦が地に落ちて死ぬことによって、そこから多くの実を結ぶ道、死を通し
て生命に至る福音を説いたのです。 
 
また、「一粒の麦が地に落ちて死ぬ」とは、イエスの死にまつわるたとえであ
って、実際は地に落ちた麦は死ぬわけではありません。しかし、麦粒が麦粒で
あることを守ろうとすれば、1 つの麦粒のままです。麦粒が自分を壊し、養分
や水分を受け入れ、他のものとつながってこそ、豊かな命が育っていきます。
イエスの命はまさにそのような命でした。自分の中に閉じこもって自分を守ろ
うとするのではなく、自らを壊して、神とのつながり、人とのつながりに生き
ようとした命だったのです。この言葉は、イエスご自身の命について語りなが
ら、私たちにも同じように生きることを呼びかけています。 
 
イエスはさらにこう言いました。「自分の命を愛する者は、それを失うが、こ
の世で自分の命を憎む人は、それを保って永遠の命に至る」。 
 
「命を愛する」「命を憎む」とは少し分かりにくい表現かもしれません。これ
も一粒の麦のイメージで捉えてみましょう。「命を愛する」は、一粒の麦が自
分を守り、一粒のままでいようとすること。「命を憎む」は、一粒の麦が自我
の強い自分を壊して、もっと大きな命になっていくこと。すなわち、もっと豊
かな神とのつながり、人とのつながりの中にある命へとよみがえる、というイ
メージで受け取ってみてください。 
 
イエスは、何の疑いも、迷いも、恐れも、ためらいもなく、十字架への道を歩
んだのではありません。 
 
「今、わたしは心騒ぐ」̶̶ イエスのこの言葉は、このようにも訳されうるも
のです。「今、私は胸がどきどきしてならない」。 
 
イエスも人の子として、激しい試練と内的な戦いを経験されたことが、ここに
示されています。これは、いわば死の時を前にしての人の子イエスの叫びです。
心の中の戦いは激しくあり、それが心の動揺となってあらわれてきます。 
 
しかしイエスは、この心の騒ぎを、つぶやきとしてではなく、神への祈りにお
いて率直に告白します。疑いと迷いをもって、それを神に向かってありのまま
にさらけ出すことによって、すなわち祈ることによって、壁は突破され、風穴
があくのです。 
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「父よ、わたしをこの時から救ってください」。この時とは、試みの時であり、
苦しみの時です。 
 
「しかし、わたしはまさにこの時のために来たのだ」というイエスの祈りが続
きます。この時のためにとは、十字架の死をこの身に負う時のためにというこ
とです。「この時」とは「栄光を受ける時」（23 節）であり、「この世が裁かれ
る時」（31 節）、「地上から上げられるとき」（32 節）でもあります。イエスの
十字架の時は、イエスが極限の愛を示すことによって、「神が愛である」こと
を完全に現す時です。したがって、愛に反するこの世の支配者に対する決定的
な勝利が現れる時でもあるのです。 
 
先日の 3月 3日（日）に、私はこんな夢を見ました。 
 
ある人物が、愛によって神に頼み、彼自身がロケットとなって地上から天に向
かって一直線に発射しました。 
 
彼は、神と契約した使命と任務の人でした。 
 
一直線に地上と天を貫くロケットの光景は、ものすごいものでした。 
 
そして彼のそれは、受動的に神から使命を受けたというよりも、本人が自ら神
に頼み志願したという、勢いと清々しさのあるものでした。 
 
神が彼に頼んだというよりも、神が彼の頼みを聞いたという感じでした。 
 
その夢によって、私はこう感じました。 
 
ただ神の御心を全てそのまま受け入れるというよりも、他者のために神に頼み、
神に交渉して、現実を変えていくことが大切なのだということです。 
 
そしてその「神との交渉」とは、「祈り」とも言えるのでしょう。 
 
無私の心での、愛に基づいた祈りには、大きな力があります。 
 
日々、祈りましょう。 
 
イエスはこう言います。「光のあるうちに、光を信じなさい」。 
 
どのような状況にある時も、希望の光はあります。 
 
私たちはその光を信じて、共に喜びにあふれて歩んでいきましょう。 


